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  令和８年度 第１回
  南風原町地域公共交通会議

南風原町mobi導入後の現状と課題整理について

資料５



利用者数は令和6年度から令和7年度にかけて着実に増加
日常的な移動手段として定着し始めている

全体講評　～利用実績の推移と評価～
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【詳細講評】
令和6年度では月あたり約1,000人　　

であったmobiの利用者数は、令和7年度
には月平均約1,400人まで増加しており、
特に平日の通勤・通学、買い物、通院など　
日常生活で多く利用されていることから　　
利用者の日常を支える移動手段として　　
一定の役割を果たしていると評価できる。
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平日3台、休日1台への体制変更
平日の対応力は向上、休日では課題が顕在化

全体講評　～運行体制変更の効果～
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【詳細講評】
令和7年度は平日3台・休日1台へ運行

体制を見直したことで、需要の高い平日　
夕方を中心に利用増加が見られるなど、一
定の効果が確認された。一方で、休日は　
1台運行となった影響から、利用者から　　
増便を求める声も見られた。
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平日は夕方に利用が集中
商業施設、学校、医療機関への利用が中心

全体講評　～利用傾向と地域ニーズ～
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【詳細講評】
利用者は若年層から高齢者まで幅広く、商業施設や　

医療機関への移動に多く利用されており、mobiが日常的
な移動を多面的に支えていることがうかがえる。また、予約
方法はアプリ利用が令和7年度で85％を超え主流となり、
デジタルを前提とした運用が利用者に定着しつつある。　
時間帯別では、平日は夕方に利用が集中し、仕事や学校
の終了後の移動手段として活用されている状況がうかが
える。一方、休日は比較的均等な利用傾向が見られる。
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利用者満足度は非常に高い
需要増に対する供給面の課題が明確化

全体講評　～利用者評価と課題～
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【詳細講評】
利用者アンケートでは9割以上が高評価を付けて

おり、ドライバー対応や安心して利用できる点などか
ら、サービス全体の満足度は非常に高い水準にある。
一方で、朝夕の予約集中による乗車困難や　　　　
車両台数不足、他交通機関との接続などの課題も
挙げられており、需要の高まりに対して一部で供給が
追いついていない状況がうかがえる。
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実証段階から実装検討段階へ
検証内容の明確化が重要

全体講評　～今後の利用者拡充に向けた案～
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【詳細講評】
令和7年度の結果から、mobiは利用者にとって移動　

手段として定着し始めている移行期にあると評価できるが、
持続可能な運営体制の確立は引き続き課題である。

令和8年度は実証運行を継続し、他交通との連携強化
およびNo offer軽減に向けた検証を進めることが重要で
ある。

また、利用者満足度の高さを活かし、マスメディア等を
活用した周知強化により新規利用者の拡大を図る必要が
ある。

５


